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3．閉山炭鉱のフィールドワーク：台湾
　他方で、台湾は 2001年に全ての炭鉱が閉山し、現役の炭鉱は存在しない。現場を目にすることはできない
ため、現存する文書資料の精査と元炭鉱労働者への聴き取り調査から、かつての労働を記録していくこととな
る。報告者らの台湾調査プロジェクトは現在進行中であり、かつて台湾最大の出炭量を誇った瑞三炭鉱を中心
に、台湾石炭産業の職場史を記録することを目的としている。中澤秀雄教授（中央大）と嶋﨑尚子教授（早大）
が中心となっており、報告者は 2019年から調査に加わった。この調査は、田川市石炭・歴史博物館の福本寛
学芸員が、同館が保有する山本作兵衛コレクションの縁で現地と長く交流を続けていたことから実現に至った。
　台湾の大規模炭鉱の多くは、日本統治時代に日本資本と日本人技術者によって開発された。日本の敗戦後は
台湾資本となったが、炭鉱の生産体制はそのまま引き継がれ、坑内の用語などに日本語が残った。したがって、
台湾の炭鉱労働を記録することは、かつての日本の炭鉱労働を知る手がかりにもなる。台湾の炭鉱は、稼行対
象となる石炭層がいずれも薄層だったため、大掛かりな機械化に適さなかった。そのため、部分的な機械化に
留まり、多くの炭鉱が閉山を迎える 1990年代までプリミティブな重筋的作業形態が続いていた（写真 2）。し
たがって、現在でも、技術史的にプリミティブな段階に位置づく炭鉱労働に従事した経験者に実際にインタ
ビューすることができる。これは非常に稀有なことである。報告者はまだ調査を始めたばかりではあるが、聴
き取り調査を進めると、山本作兵衛記録画で描かれたような労働世界が、元炭鉱労働者によってリアリティを
もって語られる。さらに、瑞三炭鉱では会社資料も大量に残されており、その資料と証言とを紐づけながら記
録を整理することができる。また、台湾の産業全体のなかで石炭産業の位置付けが周辺的であり、炭鉱労働者
の年金制度も不充分であることから、元炭鉱労働者らは、かつての労働の苦労と経済発展への貢献を認めても
らいたいと考えており、それを記録しようとしている我々研究者の調査への期待も大きい。
　炭鉱労働を記録する場合、前提として、当該の炭鉱で採用されていた生産方式や現場のレイアウトを把握す
る必要があるが、既に閉山しているためそれは非常に困難である。坑内概況図が現存していたとしても、一見
して採炭方式まで判別可能なような詳細な図面が現存していることは稀である。したがって、元炭鉱労働者に
その場で図を描きながら説明してもらうほかない。現場の空間的な配置が判明したのちに、ようやくそれぞれ
の労働者の作業内容の質問に移ることができる。この作業を怠たると、いくらエピソードを聴き取ったとして
も、「大変だった」や「危ない目にあった」という感想しか引き出すことができない。そのような感想を抱か
せる経験は、必ずその当時の生産工程や作業内容と紐づいている。その両者を合わせて記述し、かつその年代
を同定することが労働の経験を記録するうえで重要である。
　また、現地には瑞三炭鉱の会社資料が大量に現存しているが、そこから平常操業時の作業内容を把握するこ
とは困難であった。生産関連の台帳や野帳を閲覧すると、坑道の崩落箇所の補修や故障機械の修繕などの突発
的な事象に対処するための追加的な作業内容は細かく記載されているものの、平常操業時の記録については、
出炭の函数や人員の数などの結果の数値が淡々と記載されるのみで、当時の生産に携わる監督者や労働者に
写真 2　1980年代の瑞三炭鉱の採炭現場（周朝南氏提供）
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とってあまりに当然な作業内容については記載されていなかった。
4．おわりに
　以上のように、報告者はいくつかの炭鉱の技術と労働の記録に取り組んできた。とりわけ、労働現場の空間
的な状況や、機械の配置、労働者の配置箇所ごとの作業内容といったディテールの把握に重点を置き、元炭鉱
労働者・技術者によって語られる労働経験を、それらと紐づけながら記述することに注意を払ってきた。報告
者自身は日本の炭鉱を中心に研究をおこなってきたが、結果として、海外でのフィールドワークについても、
以下の 2点から、それらをひとつの流れに位置付けることができそうである。
　第 1に、ベトナムと台湾の石炭産業は、いずれも日本と関係しているという点である。ベトナムは日本から
の炭鉱技術移転を受けており、台湾は戦前に日本の資本・技術で炭鉱が開発された。したがって、両国での技
術・労働を記録することは、日本の石炭産業史の一側面の解明をも意味する。
　第 2に、3か国の技術水準の相違から、炭鉱技術の発展とそこでの労働の変容の過程を描くことができると
いう点である。ここで、炭鉱技術の発展過程として、仮説的に、①「道具」段階、②「部分的な機械化」段階、
③「装置化（手動制御）」段階、④「装置化（自動制御）」段階という 4段階を設けたとして、最後までプリミ
ティブな労働形態が残っていた台湾は①～②段階に該当し、現在進行形で急速に機械化が進むベトナムは②～
③段階に該当する。そして、日本では③～④段階にかけての経験者に対して現在も調査可能である。したがっ
て、炭鉱技術の発展過程のすべての段階を記録可能ということになる。
　石炭層の賦存状態や坑内の自然条件、技術水準は、炭鉱ごとにそれぞれ異なるものの、そうであるがゆえに、
それぞれの記録の蓄積を通して炭鉱労働の普遍性・特殊性に接近可能となる。
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